
Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

綱
吉
の

孝
行
奨
励
と

諸
作
品
の

成
立

−
駿
河
国

五

郎
右
衛
門
を

め

ぐ
っ

て

（

一
）

は

じ

め

に

勝

又

基 、

　
駿
河

国
富
士

郡

今
泉
村
の

富
農
・

五

郎
右
衛
門
は、

そ

の

孝
行
が

延

宝

九

2
六

八
一
）

年
四

月、

駿
州
筋
を

廻
る

巡

見
使
の

目

に

止

ま

り、

上

聞
に

達
し

た
。

翌

天

和
二

（

一

六

八
二

）

年
三

月

に

幕
府
か

ら

招
か

れ

て

江

戸
へ

行

き、

同
十
二

日

に

は

当
時
所
有
し

た

田

地

九

十

石

の

年
貢
を

永
代
免
ぜ

ら

れ
、

同

月
二

十
二

日

に

は

徳
川

綱
古
に

よ

る

朱
印
状
を

賜
っ

て

い

る
。

『

常
憲
院
殿

御
実
紀
』

（

以

下
『

徳
川
実
紀
』

と

称
す
）

は

彼
を

江

戸
時
代
に

お

い

て

幕
府
か

ら

表

彰
さ

れ

た

初
め
て

の

孝
子
で

あ

る

と

し

て

い

る
、

江

戸
時
代
の

孝
子
表
彰
・

孝
子

説

話
を

考
え

る

上

で
、

最
も

重
要

な
一

人

で

あ

る
。

　
す

で

に

知

ら

れ

て

い

る

資
料
だ

が
、

五

郎
右
衛
門
の

生

家
・

中
村
家
に

は、
『

駿
州

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
〔
1＞

今
泉
村
五

郎
右
衛
門
儀
二

付
江

戸
二

而
諸
事
覚
書
』

（
以

下
『

諸
事
覚
書
』

と

称
す
）

な

る

写

本
が

残
っ

て

い

る
。

こ

れ

は

延
宝
九
年
四

月

八

日

に

諸
国
巡
見

使
が

駿
河
国

綱
吉
の

孝
行
奨
励

と

諸
作
11

照

の

成
立

勝
又

　
基

＊

＝、一卩
語

文

化
学

科

講
師

　
日

本
近
世
文
学

に

来
て

か

ら、

天

和
二

年．
二

月
に

五

郎
右
衛
門
が

江
戸

で

表
彰
を

受
け、

同

年
四

月

卜
六

日

に

江

戸
を

発
っ

て

故
郷
に

帰
る

ま

で

の
、

さ

ま

ざ

ま

な

書
簡
・

書
類
・

出
来

事
を

詳
細
に

書
き

留
め

た

も

の

で

あ

る
。

筆
者
は

同
道
し

た

大

宮

代
官
・

井
出
治
左

衛
門

の

手
代、

甘

利
与
左

衛
門
で

あ
っ

て、

信
憑

性
も

揺
る

ぎ

な

い
。

江
戸

時
代
で

最
も

早
く

幕
府
か

ら

表
彰
さ

れ

た

と

い

う
孝
子
に
、

か

か

る

資
料
が

残
っ

て

い

る

事

は

幸
い

と

言

う

他
な

い
。

　
そ

し

て

も

ち

ろ

ん、

こ

の

中
村
家
文
書
を

用
い

て

の

研
究
も、

す

で

に

あ

る

程
度

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
（
2）

進
ん

で

い

る。

早

く

は

日

尾

天
昭

「

駿
州

今
泉
村
五

郎
右
工

門

御

取
調

覚
書
」

が

そ

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
（
呂）

の

経
緯
を

跡
付
け、

近
年
で

は

若

林
淳
之

『

吉
原

市
史
』

上

巻、

同

氏

「

孝
子
五

郎

　
　
　
　
　

　
　

　
（
4）

右
衛
門
褒
顕
の

あ

と

さ

き
」

が

改
め

て

そ

の

史
的
位
置

付
け

を

試

み

て

い

る
。

　
た

だ

従
来
の

研

究
は、

ほ

ぼ

中
村
家
文

書
だ

け

を

用
い

る

に

留
ま
っ

て

お

り、

他

の

史
料
へ

の

目

配

り

が
LI

分
に

な

さ

れ

て

い

な
い

き

ら
い

が

あ

る
。

私
の

調
査

し

た

と

こ

ろ

で

は、

内
閣
文
庫
に

蔵
す

る

幕
府
を

は

じ

め

と

す
る

記

録
類、

さ

ら

に

は

江

戸

文

学
作
品

の

中
に

も
、

な

お

多
く
の

五

郎
右
衛
門
に

関
す

る

資
料
を

見
出

す
事
が

で

き

た
。

所
見
の

資
料
に

つ

い

て

は

続
稿
「

孝
子

説
話
と

表
彰
　

ー
駿
河

国
五

郎

　
　
　
　
　

　
　
（
5）

右

衛
門

を

め

ぐ

っ

て

（

二

ご

に

整
理

し

た
。

ま

た

そ

の

一

端、
『

誹
諧
絵
文
匣
』

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
〔
6〕

（

享
保
七

く

一

七
二

二
V

年
刊
）

に

つ

い

て

は

拙
稿
「

『

誹
諧
絵
文

匣
』

注
解
（

三
）

」

で

注

釈
を

施
し

た
。

　
こ

の

よ

う
な

資
料
的
な

補
強
を

踏
ま

え

て

本
稿
で

考
え

た
い

の

は
、

五

郎
右
衛
門

の

表
彰
に

ま
つ

わ

る

諸
作
品
の

成
立

に

つ

い

て

で

あ

る
。

な

ぜ

作
品

の

成
立

が

問

題

と

な

る

の

か
。

こ

の

事
を

説
明
す

る

た

め

に
、

ま

ず
五

郎
右
衛
門
に

関
し

て

か

な

ら

ず
と

言
っ

て

良
い

ほ

ど

用

い

ら

れ

る

資
料
を

引
用

し

た

い
。

『

徳
川

実
紀
』

天

和
二

年、一．
月

レ
ニ

目

条
で

あ

る
。

　
　
駿
河
国
富
士

郡
今

泉
村
農
民

五

郎
右
衛
門、

至

孝
に

て、

其
う

へ

近
郷
を

賑
救

　
　
す

る

こ

と、

こ

た

び

巡
見

使
見
聞

し

て

帰
り、

聞
え

上

し

に

よ

り、

是
を

褒
顕73
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明
星

大
学
研
究
紀
要

【

目

本
文

化

学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
十
四

号

　
二

〇

〇

六

年

　
　
せ

ら

れ

ん

と

て、

其
田

地

九

十

石、

永
く

賦
税
徭
役
を

免
さ

る

べ

し

と
の

御
朱

　
　

印
の

券
を

賜
は

り、

儒
臣
林
春

常
信
篤
に

命
じ、

其
伝
を

作
ら

し

め

て

刊
行
せ

　
　

艱
。

こ

れ

当

家
の

世

と

な

り、

孝
子
節
婦
等
を

旌
表
せ

ら

る

」

は

じ

め

な

り

　
　
　

　
　

　
　

　
　
〔
7）

　
　
（

下
略

。

傍
線
引

用

者。

以

下

同

じ
）

。

傍
線
部
に

よ

れ

ば
、

綱
吉
が

林
春
常
（

鳳
岡
）

に

五

郎
右
衛
門
の

伝
を

作
ら

せ

た

と

あ

る

が
、

こ

の

箇
所
は
二

つ

の

点

で

誤
っ

て

い

る
。

詳
細
は

後
に

述
べ

る

が、

ま

ず

第
一

に

綱

吉
は

林
春
常
に

伝
記

作

成
を

直
接
命
じ
て

は

い

な

い
。

ま

た

第
二

に、

こ

の

春
常
作
の

伝
記
は

刊
行
さ

れ

て

い

な
い

ら

し
い

の

で

あ

る
。

か

よ

う
に

基
本
的
な

資
料
で

さ

え

も

誤
り

が

多
く、

ほ

と

ん

ど

明

ら

か

に

な
っ

て

い

な
い

の

が
、

表
彰
を

め

ぐ

る

作
品
成
立

事
情
に

関
す

る

現
状
で

あ

る
。

　
し

か

し
こ

の

問
題

は
、

蔑
ろ

に

し
て

良
い

も

の

で

は

な

い
。

な

ぜ

な

ら
こ

の

点
こ

そ、

近

世

孝
子
説
話
に

お

い

て

極
め
て

重
要
な

ポ

イ

ン

ト

だ

か

ら

で

あ

る
。

表
彰
と

い

う

政
治
行
為
と

作
品
成

立

と

が

深
い

つ

な

が

り

を

持
っ

て

い

る

事
は、

近

世
文
学

の

中

で

も

孝
子

説
話

が

持
つ

最
も

特
徴
的
な

点
の

一
つ

で

あ

る

と
尋、
口

っ

て

良
い

で

あ

ろ

う。

だ

と

す

れ

ば、

表
彰
に

ち

な

ん

で

作
品
が

成
立

す

る

瞬
間
は
、

そ

の

特
徴
が

最
も

先
鋭
的
に

現

れ

る

時
点
で

あ

る

と

言
う
事
が

で

き
る。

つ

ま

り

孝

チ
表
彰
に

関

す
る

作
品
成
立

の

瞬
間
を

明
ら

か

に

す
る

事
は、

近

世
文

学
に

お

け
る

政
治
と

文
学

と

の

関

わ

り

を

跡
づ

け
る

た

め

の
、

数
少
な

い

機
会

の
一

つ

だ

と

考
え

る

の

で

あ

る
。

　
よ

っ

て

本
稿
で

は

五

郎
右
衛
門
を

例
と
し

て
、

孝
予

表
彰
に

関
わ

っ

て、

ど

の

よ

う
に

作
品
が

生

ま

れ

る

の

か
、

と

い

う
事
を

で

き

る

か

ぎ

り

具

体
的
に

跡
づ

け

て

行

く

事
と

す
る

。

二

　
対
象
作
品

と

略
年
表

五

郎
右
衛
門
を

取
り

ヒ

げ
た

作
品

は

数
多
い

が、

述
べ

て

き

た

通
り

本
稿
で

は

五

74

郎
右
衛
門
の

表
彰
と

作
品

成
立

と

の

関
わ

り

と

い

う

点

に

問
題
を

絞
り

た

い
。

し

た

が

っ

て
、

時
代
の

下

る

作
品
に

つ

い

て

は

先
述
の

通

り

続
稿
に

譲
る

事
と

し

て

取
り

上

げ
な
い
。

本
稿
で

取

り

上

げ

る

の

は
、

五

郎
右
衛
門

表
彰
と

の

関

わ

り

が

人
的
あ

る

い

は

時
間
的
に

密
接
し

た

作
品、

具

体
的
に

は

左

の

四

作
で

あ

る
。

　

　
作
品
一

〔

五

郎
右
衛
門
像
賛
〕

藤
原

秀
信
画、

林
春
常
（
鳳

岡）

賛
。

天

和
二

　

　
　

　
　

年
六

月

こ

ろ

成
る

か
。

　

　
作
品
二

〔

五

郎
右
衛
門
刷
物
〕

作
者
不
明。

天

和
二

年
の

う

ち

刊
。

　

　
作
品

三
「．
孝
子

今
泉
村
五

郎
右
衛
門
伝
」

林
鳳
岡
作。

天

和
三

年
九

月
成

る
。

　

　
作
品
四

〔

六

字
名
号
父

母

画

幅〕

長

谷
川
等
伯
画、

甫
門

（

尊
任
）

書。

天

和

　

　
　

　
　

三

年
十

月
成
る

。

こ

れ

ら

の

作
品

を

表
彰
や

人

的
な

動
き

の

中
で

位
置
づ

け

る

た

め

に
、

続
い

て

左

に

略

年
表
を

提
示

し

て

お

く
。

《

五

郎
右

衛
門
の

表
彰
と

作
品

成
立

に

関
す

る

略
年
表
》

　

 
延
宝
九

（

一

六

八
】
）

年
四

月
八

日、

巡

見

使
が

比

奈
村
（

現

静
岡

県
富
士

市

　

　
比
奈
）

に

宿
泊
の

際、

五

郎
右
衛
門
と

面

会

す

る
。

（

諸
事
覚
書
）

　

 
天

和
二

（

一

六

八

二
）

年
二

月
卜

三

日、

勘
定
奉
行
三

名
（

大

岡
五

郎
左

衛
門、

　

　
高
木
善
左

衛

門、

彦
坂
源
兵
衛
）

の

連
名
で、

大

宮
代

官
の

井
出
治
左

衛
門
へ

　

　
五

郎
右

衛
門
の

素
性
に

関
す

る

問
い

合
わ

せ

の

手

紙
が

来
る

。

二

卜
日

に

井
出

　

　
治
右
衛
門
か

ら

返
事
を

出
す

。

（

諸
事
覚
書）

　

 
二

月
二

十
九
日、

こ

の

日

付

で

五

郎
右
衛
門
を

江

戸
へ

召

す
由
の

書
状
（

勘
定

　

　
奉
行
連
名
）

来
る

。

（

諸
事
覚

書
）

　

 
三

月．
二

日、

昼
ご

ろ

五

郎
右
衛
門
ら

駿
州
今
泉
村
を

発
ち

、

五

日

昼

ご

ろ

江

戸

　

　
着。

ま

ず

井
出
太

左

衛
門
を

訪
ね

る
。

以

後
四

月
十
六

凵

（
年
表
 
）

ま

で

の

　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
〔
8）

　

　
江
戸
滞
在
に

お

い

て、

江

戸
の

井
出
太

左

衛
門
が

宿
泊
・

取

り

次
ぎ

な

ど
の

世

N 工工
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話
役
を
つ

と
め

て

い

る
。

（

諸
事
覚
書
）

  、
二

月

五

日、

勘
定
奉
行

高
木
善
左

衛
門
と

面
会、

孝
行
に

つ

い

て

の

尋
問

を

受

　
け

る
。

三

月
六

日

の

晩、

甘

利
与
左

衛
門、

中
村
忠
右
衛
門、

中
村
五

郎
右
衛

　
門
の

三

人

で
、

五

郎
右
衛
門
に

関

す

る

報
告
書
を

作
成

す
る
。

（

諸
事
覚
書
）

 
＝ 、
月

卜
二

口
、

明

六
つ

過

ぎ、

評
定
所
に

呼
び

出
さ

れ、

老
中
大

久
保
加
賀
守

　
か

ら

田

地
の

租
税
免
除
を

言
い

渡
さ

れ

る
。

（

諸
事
覚
書
）

  ．一．
月

十
＝ 、
日、

老
中
阿

部
豊
後
守、

巡

見

使
宮

崎
善
兵
衛

、

若

年
寄
二

名
に

会

　
う。

十
四

日
、

設
楽
長
兵

衛
ら

八

名
へ

お

礼。

阿
部
曲

豆

後
守
へ

お

礼
。

三

奉
行

　
へ

報
告

。

十
六

日、

榊
原

越

中
守

と

面

会
。

高
木
善
左

衛
門
よ

り

手
紙
来
る

。

　
宮
崎
善
兵

衛
を

訪
れ

る
。

十
七

凵、

井
出
＝ 、
郎
兵
衛、

井
出
甚
五

左
衛
門
と

面

　
会。
（

諸
事
覚
書
）

 
二 ．
月
二

卜
二

日
、

前
日
の

呼
び

出
し

に

応

じ
て

評
定
所
へ

出
頭

。

老
中、
尸

田

山

　
城
守
・

儒
者
奉
行
衆
・

町

奉
行
衆
・

勘
定
奉
行

衆
も

同

座
。

朱
印
状
を

賜
る。

　
晩
に

勘
定
奉
行
へ

挨
拶。

 「．一
月
二

十
三

日
、

老
中
達
に

挨
拶
の

の

ち、

寺
社
奉
行
酒
井
大

和
守
に

挨
拶

。

　
二

十
四

日、

勘
定
奉
行
三

名
立

会
い

の

も

と
、

大

老
堀
田

筑
前
守
正

俊
と

面

会
。

　
（

諸
事
覚
書
）

 
四

月
一

日、

勘
定
奉
行
彦
坂

源
兵

衛
に

呼
ば

れ
、

老
中

か

ら
の

伝
言
と

し

て

国

　
元
へ

帰
る

よ

う

命
ぜ

ら

れ

る
。

し

か

し
五

郎
右

衛
門、

滞
在
延

長
を

申
し

出
て

　
認

め

ら
れ

る
。

（

諸
事
覚
書
）

 
四

月一、一
口、

大

野

弥
荒

右

衛
門
に

招
か

れ

て

饗
応
を

受
け
る
。

米
津
出

羽

守
や、

　
絵
師
・

狩
野
主

水
な

ど
が

同

座。

こ

れ
が

五

郎
右

衛
門
と

天

野
弥
五

右
衛
門
と

　
の

初
対
面

で

あ

る。
（

諸
事
覚
圭
日

）

 
四

月

十、
二

日、

天

野
弥
五

右
衛
門

か

ら

中
村
五

郎
右
衛
門
に
、

記
念
品

の

希
望

　
を

尋
ね

る

手
紙
が

来
る
。

（
諸
事
覚
書
）

綱
古
の

孝

行
奨
励
と

諸
作
品
の

成
立

勝
又

　
基

 
四

月
十

六

日、

江
戸

を

発
ち、

今
泉

村
へ

戻
る

。

（

諸
事
覚
書
）

 
六

月
十

八

日
、

二

度
目

の

江

戸

行
。

将
軍
綱
吉、

綱
吉
の

生

母
桂
昌

院、

綱
吉

　
一

子

徳
松
に

会
う

（

天

和
二

年
日

記
） 。

ま

た

こ

の

滞
在
中、
【

作
品
一
】

〔
五

　
郎
右
衛
門
像
賛〕

成
る

か
。

五

郎
右
衛
門
と

林
鳳
岡
と

の

初
対
面

と

思
わ

れ

る
。

　
（

田
心

忠
士

心

集
）

 
天

和．
一

年
の

う

ち、
【

作

品
二
】

〔
五

郎
右
衛
門
刷
物〕

成
る
。

（

思

忠

志
集
）

 
天

和
三

（

一

六

八

三
）

年
九
月、
【

作
品

三
】

「

孝
子
今
泉
村
五

郎
右
衛
門

伝
」

　
（

林
鳳
岡
）

成
る

。

（

識
語
）

 
卜
月

卜
五

日
、

【

作
品
四
】

〔
六

字
名
号
父
母

画
幅〕

成
る

。

（

識
語
）

 
貞
享
元

（

＝
ハ

八

四
）

年
＝ 、
月

六

日、

天
野

弥
五

右
衛
門
か

ら

五

郎
右
衛
門
へ

　
書
状
「

駿
河
国

今
泉
孝
農
夫
江

遣

状
」

を

送
る

。

（

思

忠
志
集
）

三

　
天

野
弥
五

右
衛
門
長
重
と

の

出
会
い

　
延
宝

九

（

一

六

八
一
）

年
四

月

に

巡

見
使
か

ら

見

い

だ

さ

れ

た

五

郎
右
衛
門

は、

請
わ

れ

て

翌

年
二

月
五

日

に

江
戸
へ

登
ウ

た

（

年
表
 
〜
 
）

。

そ

こ

で

彼
は

表

彰

さ

れ

る

と

共

に

さ

ま
ざ

ま

な

人
物
と

面
会
す

る

事
に

な

る

（

年
表
 
〜
 
）

。

そ

の

詳
細
は

右
の

年
表
お

よ

び

『

諸
事
覚
書
』

に

詳
し

い

が、

こ

こ

で

着
目

し

た

い

の

は、

五

郎
右
衛
門
が

江
戸

に

来
て

か

ら

面

会
し

た

人
物
が、

比

較
的
限

ら

れ

て

い

る

と

い

う

事
実
で

あ

る
。

も

ち

ろ

ん

若

干
の

例
外
は

あ

る

も

の

の
、

頻
繁
に

出
入

り

す

る

の

は、

大

老
・

堀
田
正

俊
を

筆
頭
と

し

て、

老

中
で

あ
っ

た

大
久
保
加
賀
守
忠
明、

阿

部
豊
後
守
正

武、

戸

田

山
城
守
忠
昌、

勘
定
奉
行
で

あ
っ

た

大

岡

五

郎
左

衛
門
清
重、

高
木
善
左

衛
門
守
勝、

彦
坂
源
兵
衛
重

治、

駿
河
で

五

郎
右
衛
門

を

見
出
し

た

巡

検

使
の

渡
部
久
助、

宮
崎
善
兵

衛、

武
藤
庄
兵
衛、

と

い

っ

た

辺

り

に

限

ら

れ
て

い

る
。

彼
ら

は

要
す

る

に、

五

郎
右
衛
門
を

公

式
に

表
彰
す

る

の

に

必

要
な

人
物
で

あ
っ

た
。
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明

星

大

学
研

究

紀

要

【

冂

本

文

化
学
部

二．一
目

語

文
化
学

科
】

第
十
四

弓

　
二

〇
〇
六

年

　

そ

し
て

三

月

二

十
二

日

に

江
戸
で

朱
印
状
を

受
け

た

五

郎
右

衛
門
は、

四

月
一

日

に

老
中
か

ら

帰
国

せ

よ

と

命
ぜ

ら

れ

て

い

る
。

こ

こ

に

お

い

て

五

郎

右
衛
門
の

江

戸

行
き

は

役
目

を

終
え

た

訳
で

あ

る
、

し
か

し
右
の

表
彰
の

際
に

列
座

し

て

い

る

べ

き

で

あ
っ

た

駿
河
の

大

宮
代
官
・

井
出
治
左

衛
門
が

所
領
の

用

事
で

ま

だ

駿
河

に

お

り、

こ

れ

か

ら

お

礼
の

為
に

江

戸
へ

来
る

と

言

う
。

五

郎
右
衛
門
は

そ

れ

を

江．
尸

で

待
ち

た

い

と

中
し

出
て

許
さ

れ、

結
局

四

月
十
六

口

ま

で

江
戸

に

滞
在
す

る

事
に

な
っ

た

の

で

あ

る

（
年
表
 
）

。

　

こ

の

段
階
に

い

た
っ

て

五

郎
右
衛
門
は
、

天
野
弥
五

右
衛
門
な

る

人

物

と

は

じ

め

て

面

会
す

る

（

年
表
 
）

。

結
論
か

ら

述
べ

れ

ば、

こ

の

遅

れ

て

き

た

訪
問
者
・

天

野
弥
五

右
衛
門
こ

そ、

五

郎
右
衛
門

に

関

連

し

た

諸
作
岾
の

成
立

に

深

く

関
わ

る

事

に

な
る

人
物
で

あ
る
。

　

こ

の

初
対
面

に

関

し

て

ま

ず
着
目

し

た

い

の

は、

五

郎
右
衛
門

が

天

野
弥
五

右

衛

門
と

初
め

て

会
っ

た

時
期
が
、

公

的

な

す
べ

て

が

完
了
し

た

後
で

あ

り
、

さ

ら

に

は

人

間
的

な

関
係
も

見
出
し

が

た
い

も
の

な

の

だ

と

い

う

事
で

あ

る
。

　

加
え

て

着
目

し

た

い

の

は
、

そ

の

初
面

会
が

押
し

か

け
の

よ

う

な

も

の

で

さ

え

あ

っ

た

事
で

あ

る
。

五

郎
右

衛
門

と

天

野

弥
五

右
衛
門
と

の

初
対
面
時
の

状
況
は、

『

諸
事
覚

書
』

で

は

次
の

よ

う

に

記
さ

れ

て

い

る
。

　

　
一
、

同
〔
勝
又

注
…

四

月
）

．
二

日、

御
鉄

砲
頭
天

野
弥
五

右
衛
門
様
よ

り
五

郎

　

　
右
衛
門
二

御
逢

被
成
度
由

、

太
左
衛
門
様
〔

勝
乂

注
…

井
出
太

左

衛
門
）

へ

被

　

　
仰
越
候
二

付、

与
左

衛
門

同

道
二

而

罷
越
候
得
者、

米
津
出
羽

守
様
御
出
被
遊、

　

　
五

郎
右
衛
門
二

御
逢

被
成
候。

則
御
料
理

被
下

候。

御
列
座
二

而
御
逢
被
遊
候

　

　
御
方
々

二

者、

米
津

出
羽

守
様、

中
山
平

右

衛
門
様、

細
井
佐
次

郎
右
衛
門
様、

　

　
仙
石
左

近

様、

青
山

内
記
様。

五

郎
右
衛
門
御
相
伴
二

者、

狩
野
主

水、

是
ハ

　

　
絵
師
二

而
候
由

。

但
し

弥
五

右
衛
門
様
よ

り

五

郎
右

衛
門
二

金
百
疋

被
下
置
候

　

　
事

76

傍
線
部
に

よ

れ

ば、

井
出
太

左

衛
門
を

通
し

て、

天

野

弥
五

右
衛
門
の

方
か

ら

会
い

た

い

と
い

う

意

志
を

伝
え
て

来
た

と
い

う

の

で

あ

る
。

　
こ

の

天

野

弥
充

右

衛
門
と

は

い

か

な

る

人

物
で

あ

ろ

う

か
。

彼
と

そ

の

随
筆
『

思

忠
志
集
』

に

つ

い

て

は、

評
伝
『．
兀

禄
養
老
夜
話
　

−
旗
本
天

野
弥
五

右
衛
門

の

　〔
9）

晩
節
』

が

氏
家
幹
人

に

備
わ

り、

本
稿
も

教
え

ら

れ

る

所
が

大
き

か
っ

た。

こ

れ

に

拠
り、

ま

た

『

寛
政
重

修
諸
家

譜
』

な

ど

で

自

ら

も

確
認

し

た

所
を

簡
単
に

整
理

し

直
し

て

お
こ

う。

天

野

弥
五

右
衛
門
は、

諱
・

長
重。

は

じ

め

長
三

郎
と

称
す

。

天

野
小
三

郎
長
信
の

子

と

し

て

元

和
七

（

一

六一
、

一
）

年
生
。

寛
永
十
一

（

一

六、一、

四
）

年
、

十
四

歳
で

は

じ

め

て

将
軍
家
光
に

拝
謁。

延

宝
四

（
一

六

七

六
）

年
か

ら

、
兀

禄
二

（
一

六

八

九
）

年
ま

で

は

鉄
砲

頭
。

そ

の

の

ち

御
鎗
奉
行、

御
旗
奉
行
を

歴

任
し

て

元

禄
十
四

（

一

七

〇
一
）

年
致
仕

。

宝
永冖
、

（
一

七

〇

五
）

年
レ

ニ

月

十
二

日

没、

八

十

五

歳。

五

郎
右
衛
門
が

表
彰
さ

れ

た

天

和
二

（

＝
ハ

八

二
）

年
三

月
の

時
点
で

は

鉄
砲
頭
で

あ
っ

た
。

　
こ

の

初
対

面
の

レ

日

後、

四

月

十一、一
日

に

は、

大

野
弥
五

右

衛
門
か

ら

五

郎
右
衛

門
へ

次
の

よ

う
な

手

紙
が

届
い

た

（
年
表
 
）

。

　
　

咋
日

者
御
入
来
令
満
足

候
。

随
而
近

目

在
所
江
被
帰
候
由、

暇
乞
被
申
置

不
浅

　
　

候
。

他
行
不
及

而
如
此
二

候

　
以

上

　
　

　
猶
々

　
其
方

家
為
末

代
旁
候
間、
〔
勝
又

注
…

井

出）

太

左

衛
門
殿
御
申
次

　
　

　
第
遂
御
相
談、

春
常
老

た
の

み

申
義
可
有
之

候。

返

ー
昨
日

他
出
残
念

之

　
　

　
至
二

存
候

。

今
日

太

左

殿
江

御
見
舞
申
事、

可
有

之
候

。

左

候
ハ

・

面

談
暇

　
　

　
乞

吋

申
候
　
以

上

　
　

　
　

四

月

十一、一
日

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
天

野
弥
五

右
衛
門

　
　

　
　

五

郎
右
衛
門
殿

近

日

帰
郷
す
る

五

郎
右

衛
門
が

天

野
弥

五

右

衛
門
宅
へ

暇

乞

い

に

来
た

が、

弥
五

右

衛
門
が

外

出
中
で

会
え

な

か

っ

た、

と
い

う

挨
拶
の

手

紙
で

あ

る
。
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注
目

し

た

い

の

は、

傍
線
の

尚
々

書
き

に

見

え

る

「

其
方
家
為
末
代
旁
候
間、

太

左

衛
門
殿
御
申
次
第
遂
御
相
談、

春
常
老
た
の

み

申
義
可
有
之

候
」

と

の

文
面
で

あ

る
。

こ

の

箇
所
は

意

味
が

取
り
に

く
い

け

れ

ど

も、

其
方
（

五

郎
右
衛
門
）

の

末
代

の

為

に

な

る

の

だ

か

ら
、

（

井
出）

太

左
衛
門
へ

言
っ

て

く

れ

れ

ば

春
常
（

林
鳳
岡
）

に

頼
む
つ

も

り

だ、

と

理

解
で

き

る
。

つ

ま

り

大

野

弥
五

右
衛
門
は、

中
村
五

郎
右

衛
門

↓
井
出

太

左

衛
門
↓
天

野
弥
五

右
衛
門
↓
林
鳳

岡、

と

い

う
注
文
ル

ー

ト

で

の

作
品

成

立

を

持
ち
か

け
て

い

る

の

で

あ

る。

　

林
鳳

岡
は

寛
永
二

（

＝
ハ

ニ

五
）

年
生、

享
保
十

七
（

一

七
三

二
）

年
没、

八

十

九
歳

。

林
鵞
峰
の

次

男

と

し

て

生

ま

れ

た
。

兄

が

先
に

没
し

て

延
宝

元
（

ー
ハ

七

．
二

）

年
に

は

林
家
の

家
督
を

継
い

で

お

り、

当
代
を

代
表
す

る

儒
学
者
で

あ
っ

た

と

言
っ

て

良
い

で

あ

ろ

う
。

そ

の

鳳
岡
の

個
人

名
を

挙
げ
て

何
か

プ

レ

ゼ

ン

ト

を

と

申

し

出
る

辺

り

に

は、

天

野
弥
五

右
衛

門
の

こ

の

申
し

出
が

単
な
る

あ

い

さ
つ

で

は

な

く、

現
実
的
な

も

の

で

あ

る

事
が

窺
わ

れ

る
。

　
つ

ま

り

天

野

弥

五

右

衛
門
は、

π

郎
右
衛
門
宅
に

押
し

か

け

た

当

初
か

ら、

五

郎

右

衛
門
の

た

め

に

何
か

を

し

て

や

ろ

う

と

い

う

心

づ

も

り

で

い

た
の

で

あ

る
。

四

二

度
目
の

江一
尸

行
と

饗
応

　

　

作
品
［

〔
五

郎
右
衛
門
像
賛〕

の

成
立

　
江

戸
で

表
彰
さ

れ、

天

野
弥
五

右
衛
門
と

会
っ

た

五

郎
右
衛
門
は、

天

和
二

年
四

月

十
六

日

に

江
戸
を

離
れ

た

（
年
表
 
）

。

し

か

し

年
表
 
に

見
え

る

通

り、

そ

の

後
約
二

ヶ

月

で

再
び

江

戸

を

訪
れ

て

い

る
。

こ

れ

は

『

諸
事
覚
皇
目

』

に

は

見

え

な
い

記
事
で、

今
回
の

調
査
で

は

じ

め

て

明
ら

か

に

な
っ

た

事
実
で

あ

る
。

内
閣
文
庫
蔵

写

本
『

天

和
二

年
日

記
』

＝ ．
月

卜
二

目
の

記
事
に

は

次
の

よ

う
に

あ
る
。

　
　
重

而

六

月
卜

八

日
二

堀
田

筑

前
守
殿、

牧
野
備
後
守
殿
承

リ、

井
出
治
左

衛
門

綱
吉
の

孝
行
奨

励
と

諸
作

赫

の

成亠
V

勝
又

　
基

　

　
殿、

五

郎
右
衛
門
を

召
連
登

城
被
仰
付、

御
目

見

仕
候

。

　

　
　
　
　
冖

銀
子
五

枚

　

　
　
　
　
　

御
羽
織
一

麻
単
五

郎
右
衛
門
拝
領

　

　
五

郎
右
衛
門
本
名
御
尋
中
村
と
申
上

ル
。

自
今
以

後
今
村
二

御
改
被
下

。

　

　
一
、

桂
昌
院
様
御
所
望
二

五

郎
右
衛
門
ヲ

三

ノ

御
丸

江

召

寄
御
覧
被
成、

即
西

　

　
ノ

御
丸

江

被
遣、

若

君
様
へ

御
目

見

先
に

も

述
べ

た

通

り、

年
表
 
〜
 
に

見
た

天

和
二

年
三

月

〜

四

月
の

江
戸
滞
在
で

は、

大
老
ま

で

は

面

会
し

た

も

の

の、

将
軍
へ

の

御
目

見

は

叶
っ

て

い

な

か

っ

た
。

し

か

し

こ

の

二

度
目

の

江

戸
行
き

で

五

郎
右
衛
門

は
、

初
め

て

将
軍

綱

吉
へ

御
目

見

を

果
た

し

た
の

で

あ

る
。

ま

た

こ

の

江
戸

滞
在
で

は

綱
吉
の

生

母
・

桂
昌
院
に

も

拝

謁
し

た

事
が

分

か

る。

そ
の

さ

い

桂
昌
院
が

若
君、

す

な

わ

ち

当

時
四

歳
の

綱

吉
一

子
・

徳
松
に

も

引
き

合
わ

せ

て

い

る

の

は

興
味
深
い

。

徳
松
は
こ

の

翌

年
の

天

和
三

（

一

六

八一．．
）

年
閏
五

月

に

五

歳
で

没
す

る

訳
だ

が、

当

時
実
在
の

孝
子
が

ど

れ

ほ

ど

珍
重

さ

れ

た

か
、

と

い

う

事
を

示

す
出
来
事
の

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

　

し
か

し

本
稿
に

お

い

て

よ

り

重
視
し

た

い

の

は、

こ

の

年
表
 
の

江
戸

行、

あ

る

い

は

そ

れ

以

後
の

別
の

時
期
に、

五

郎
右
衛
門
は

少
な

く

と

も

も

う
一

度
は

江
21
に

登

り、

天
野

弥

五

右
衛
門
か

ら

饗
応

を

受
け

て

い

る

と

い

う
事
で

あ

る
。

そ

の

事
が

明
ら

か

に

な

る

の

は

『

思

忠
志
集
』

千
五

百

四

十

九

段
「

孝
人

（
天

和
二

戌

年
）

」

の

項
に

貼
り

付
け

ら

れ

た

肉
筆
像
賛、

作
品
一

〔
五

郎
右
衛
門
像
賛〕

に

よ
っ

て

で

あ

る

（
左

図
参
照
）

。

　

平
伏
し

た

中
年
男
性
が

描
か

れ、

賛
に

は

「

今
泉
村
民
／

能
事
双

親
／
方

寸
之

志

／
一

家
有
仁
／

大
恩

免
租
／
郷
栄

超

倫
／
孝
感
報
応
／
令
名
不

泯
」

と

あ

る
。

『

鳳

岡

林
先
生

全

集
』

巻
百

七

に

収
め

ら

れ

た

「

今

泉
五

郎
右
衛
門
賛
」

は

こ

れ

を

採
録

　

　
　
　
　
〔
10）

し

た

も
の

で

あ
る

。

　

画
者
署
名
に

は

「

藤
原
秀
信
」

と

あ

る

が、

こ

れ

は

狩
野
派
築
地

小
田

原
町
家
の77
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明
星

大
学
研
究
紀

要
【

目

本
文
化
学
部
・
言

語
文
化
学

科
】

第
十

四

号

　
二

〇

〇

六

年

膕
雪
コ
「

竃．ー

欝
無
懸
齢

ミリ
ピ

ぬ

鑾
麟
灘

悲
∴

淵

廳
『

藻
濯

嵐
腿

癬
靉

叢
懃

羅
繊

鑢
攤

臨

，

，

課
馨
離

ダ
．亅

　　ミ

繋
弩
蜜
饑

∵ ．諭

柳
雪
秀
信
で

あ

る
。

万

治
三

（

…

六

六

〇
）

年
に

御
目
見
を

果
た

し、

六

九
六）

年
に

屋

敷
を

拝
領
し

て

い

る
。

正

徳
二

（
一

七
一

二
）

没、

六

十
七

歳
（

『

古
画

備
考
』）
。

 
）

で

同
座
し

て

い

た

狩
野
主

水

（

梅
雪
為

信
）

の

兄
に

あ

た

る
。

門
は

饗
応
の

度
に

絵
師
を

座
敷
へ

呼
ん

で

い

る

の

で

あ

る
。

　
さ

ら

に

賛
を

付
し

て

い

る

林
整
宇
が、

た

林
鳳

岡
（

春
常
）

の

別
号

で

あ

る

事
に

も

注
目

せ

ね

ば

な

ら

な
い

。

っ

て
、

り、

林
春
常
（
鳳
岡
）

と

五

郎
右
衛

門
と

が
、

た

の

で

あ

る
。

そ

し

て

そ

の

差

配
を

し

た

の

が、

随
筆
『

思

忠
志
集
』

な

い
。

作品一 〔五 郎 右衛門像賛〕

．
兀

禄
九

（

一

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
年
八

月
二

十

六

日

先
に

見

た

天

和
二

年
四

月

三

日

の

饗
応
（

年
表

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
天

野
弥
五

右
衛

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

天

野
弥
五

右
衛
門
が

作
品
依
頼
を

し

て

い

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
こ

の

賛
に

よ

前
節
で

見
た

天

和
二

年
四

月

卜
＝ 、
日

付
け

書
簡
で

の

傍
線
部
で

約

束
し

た

通

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

こ

こ

で

よ

う

や

く

同
席
す

る

に

至
っ

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

こ

の

画

賛
の

原
画
を

白
ら

の

写
本

　
　

　
　
　
に

貼
り

付
け
た

天

野
弥
五

右
衛
門
で

あ
っ

た

事
は

疑
う

べ

く

も

78

　
年
表
 
で

は、

弥
五

右
衛
門
が

押
し

か

け
の

よ

う
な

形

で

五

郎
右
衛
門
を

饗
応
に

迎

え

て

い

る

様
子

を

見

た
。

加
え

て

こ

の

年
表
 
に

該
当

す

る

箇
所
で

は
、

再
び

（

あ

る

い

は

三

た

び
）

江
戸
へ

来
た

五

郎
右
衛

門
を

饗
応
し、

そ

の

場
へ

絵
師
や

儒

者
を

呼
び、

画

や

賛
を

作
ら

せ

て

い

る

様
を

見

て

取

る

事
が

で

き

た

訳
で

あ
る

。

　
た

だ

し、

こ

の

像
賛
が

天
野

弥
五

右
衛
門

編
の

随
筆
『

思

忠
志
集
』

に

貼
り

付
け

ら

れ

て

い

る

事
か

ら

も

分
か

る

と

お

り、

こ

れ

は

中
村
五

郎
右
衛
門
へ

と
プ

レ

ゼ

ン

ト

さ

れ

た

も

の

で

は

な

か
っ

た
。

む
し

ろ

天

野

弥
五

右
衛
門

自
身
の

記
念
の

た

め

に

作
ら

れ

た

と

言

う
方
が

適
当
で

あ

る
。

五

五

郎
右
衛
門
伝
の

依
頼
者

　

−
作
品
三

「

孝
子
今
泉
村
五

郎
右
衛
門
伝
」

の

成
立

　
右
の

よ

う

な

時
期
を

経
て、

作
品

三

「

孝
子

今

泉
村
五

郎
右

衛
門
伝
」

（

天

和
三

年
九

月
成
）

が

生

ま

れ

る
。

漢
文

で

書
か

れ

た
こ

の

作
品

は

広
く

流
布
し

て

お

り
、

五

郎
右
衛
門
の

伝
記

と

し

て

現
在
最
も

よ

く

知
ら

れ

て

い

る

も

の

で

あ

る
。

作
者
は

林
鳳

岡
。

第
一

節
で

見
た

『

徳
川

実
紀
』

に

お

い

て

「

儒
臣
林
春
常
信
篤
に

命
じ
、

其
伝
を

作
ら

し

め

て

刊
行
せ

ら

る
」

と

し

て

い

た

の

が

該
作
を

指
す

で

あ

ろ

う
事
は

疑
い

が

な
い

。

　
し

か

し

第
一

節
で

も

述
べ

た

と

お

り、

こ

の

『

徳
川

実
紀
』

の

記

事
に

は

問
題
が

あ

る
。

と

く

に

問
題

が

あ

る

の

は、

五

郎
右
衛
門
の

伝
記
を、
「

儒
臣

林
春
常
信
篤

に

命
じ、

其

伝
を

作
ら

し

め

て

刊
行
せ

ら

る
」

と

い

う

箇
所
で

あ

る
。

　
ま

ず
こ

の

伝
記

は

刊
行
さ

れ

て

い

な
い

ら

し

い

の

で

あ

る
。

『

国

書
総
目

録
』

な

ど

を

見
て

も、

林
鳳

岡
「

孝
子

今

泉
村
五

郎
右
衛
門
伝
」

が

刊
行
さ

れ

た

形
跡
は

見

る

こ

と

が

で

き

な
い

し、

幕
府
の

記
録
類
に

徴
し

て

も

そ

う

し

た

記
事
は

見

出
せ

な

か

っ

た
。

つ

ま

り

林
鳳
岡

が

書
い

た

五

郎
右
衛
門

伝
は、

所
見
の

限
り

で

は
、

当
時
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一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

刊
行
さ

れ

た

形
跡
が

見

ら

れ

な

い

の

で

あ

る
。

　
さ

ら

に、

よ

り

重

要

で

あ

ろ

う
と

思

わ

れ

る

誤
り

は、

該
作
は

徳
川

綱
吉

が

作
ら

せ

た

も

の

で

は

な
い

と
い

う
事
で

あ

る
。

該
作
の

識
語
に

は

「

天
和
三

年
癸
亥
季
秋

之

日

依
天

野
弥
五

右
衛
門

長
重
所
求

為
之

伝
／

東
部
州

学
整
宇
林
春
常
識
」

と、

天

野
弥
五

右
衛
門
長
重

な
る

人
物
の

依
頼
に

よ

っ

て

書
い

た

と

明
記

さ

れ

て

い

る
。

す

な

わ

ち
こ

れ

は、

綱

吉
の

命
に

よ
っ

て

編
ま

れ

た

の

で

は

な

く、

幕
臣
・

天

野

弥
五

右
衛
門
が

依
頼
し

て

成
っ

た

も
の

な

の

で

あ

る
。

や

は

り

該
作
は、

幕
府
の

営
為
と

言
う

よ

り

は、

天

野

弥
五

右
衛
門
の

個
人
的
な
も
の

と

考
え

る

べ

き

作
品

で

あ

る

よ

う

だ。

　
彼
が

該
作
に

込

め

た

気
持
ち

は
、

そ

の

装
訂
か

ら

も

見
て

取

る

こ

と

が

可
能
で

あ

る
。

　
諸
本
の

う

ち、

中
村
家
に

蔵
さ

れ

る
一

本
の

函

書
（

貞
享
元

年
六

月
　
天

野
弥
五

右
衛
門
）

に

は、

こ

の
一

本
を

わ

ざ

わ

ざ

京
都
町
奉
行
・

井
上

志
摩
守
に

託

し

て

装

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　〔
11）

訂
さ

せ

た

と

記
さ

れ

て

い

る

（

「

岳
南
史
』）

。

ま

た

架
蔵
本
ほ

か

の

諸
本
に

見

え

る

村
旧

常
堅
の

識
語

（

貞
享
元

年
初
秋
）

に

は
、

天

野
弥
五

右
衛
門
が

自
身
で

訓
点
を

施
し

た

事
や、

こ

の

文
章
を

冊

子
本
や

巻
子

本
と

成
し

て、

天

野
弥
五

右
衛
門
の

長

子
・

甚
右
衛
門

長

頼
の

妻
が

手

ず
か

ら

装
訂
を

行
っ

た

由
が

記

さ

れ

て

い

る
。

い

ず

れ

も

天
野

弥
五

右
衛
門
が

該
書
作
成
に

力

を

入

れ

た

事
を

示

す

事
例
で

あ

り、

彼
が

該
作
に

込

め

た

真
剣
な

思

い

を

窺
い

取
る

に

十
分
で

あ

ろ

う
。

　
先
に

第
三

節
で

は、

天

野
弥
五

右

衛
門
が

中

村
五

郎
右
衛
門

の

滞
在
先
に

押
し

か

け、

五

郎
右

衛
門
の

た

め

に

何
か

林
鳳
岡

に

作
品

を

頼
ん

で

や

ろ

う

と

申
し

出
て

い

る

事
を

見
て

き

た。

ま

た、

第
四

節
で

は、

五

郎
右
衛
門
に

プ

レ

ぜ

ン

ト

は

さ

れ

な

か

っ

た

も

の

の、

実
際
に

林
鳳
岡
の

賛
を

付
し

た

五

郎
右
衛
門
の

像
賛
の

存
在

を

確

認
し

た

（
作
品
一
）
。

そ

し

て、

こ

の

作
品

二

「

孝
子

今

泉
村
五

郎
右

衛
門
伝
」

に

至
っ

て
、

よ

う
や

く

実
際
に

天

野
弥

五

右
衛
門
か

ら

中
村
五

郎
右
衛
閂
へ

と
プ

レ

ゼ

綱
士

口

の

孝
行
奨
励
と

諸

作
目

叩

の

成

立

勝

又

　
基

ン

ト

が

作
ら

れ、

贈
ら

れ

た

訳

で

あ

る
。

亠
ノ丶

も
う
ひ

と

つ

の

五

郎
右
衛
門
伝

　

−
作
品
二

〔
五

郎
右
衛
門

刷

物〕

　
さ

て、

こ

こ

で

つ

け

加

え

て

お

き

た
い

の

は、

こ

れ

と

は

別
の

作
品

で
、

実
際
に

刊
行
さ

れ

た

五

郎
右
衛
門
伝
が

あ
っ

た

と

い

う
事
で

あ

る
。

『

思
忠

志
集
』

第
千
五

百

四

十

九
「

孝
人

（

天

和
二

戌

年
）

」

の

段
の

中
に

は、

次
の

よ

う

な

興
味
深
い

記

事
を

兄
て

取

る

事
が

で

き

た
。

引

用
中
に

も

見
え

る

が
、

巷
間

に

出
回
っ

て

い

た

瓦

版
を

書
き

写

し

た

も

の

で
、

私
に

作
品
二

〔

五

郎
右
衛
門
刷
物
〕

と

名

付
け

た

の

が

こ

れ

で

あ
る
。

や

や

長
く

な

る

が
、

該
当
記
事
の

全

文
を

引
用

す

る

事
と

し

た
い

。

　
　
一
　

五

郎
右
衛
門
孝
行
を

世
ノ

人
感、

於
二

江

戸一

板
行
仕、

童
蒙
児
女
ま

で

翫

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

ヲ

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　ロ

　
　

び、

商
売
に

し

て

求
レ

利
者、

是
以

五

郎
右
衛
門
が

不
．
慈

悲一
哉。

故
感
心

而

　
　

板
行
を

書
写、

今
記
レ

之
。

絵
も

有
つ

れ

ど

も

略
レ

之
。

　
　

　

爰
に

有
が

た

か

り

け

る

物
語、

今
度
駿
河
国、

今

泉
村
と
い

ふ

所
に、

宜

く

　
　

　
ら

す

百

姓、

其

名
を

ば

五

郎
右
衛
門
と

申
て、

う

と

く

成
農
人
也

。

然
に

此

　
　

　

人、

慈
悲
第
一

に

て
、

過
ツ

ル

申
酉
二

年
（

勝
又

注

…

延
宝
八

〈

一

六

八

　
　

　

〇
〉

年
・

天

和
元

〈

一

六

八
冖
〉

年）

之
飢
饉
に

付、

我
手

下
の

百

姓
に、

　
　

　
そ

れ

み
丶
に

心

を

つ

け、

金

鈬
を

借
す
と

い

へ

ど

も
、

利
足

を

不
レ

取
か

し

　
　

　
に

け

り
。

或
ハ

非
人

等
に

至

ま

で
、

せ

ぎ
や

う
引
事、

度

く
也

。

慈
悲
な

　
　

　
さ

け

深
き

事
、

誠
に

詞

に

も
、

の

べ

が

た

し。

又

親
に

孝
な

る

事、

世
に

か

　
　

　
く

れ

な

し
。

そ

の

孝
行
と

謂
は、

朝

夕
の

食
事
な

ど

も、

手

つ

か

ら

と

」

の

　
　

　
へ

、

給
仕
な
ど

を

し
て
、

ふ

た

り

の

親
に

あ

た
へ

け

り。

或
時
は

又、

親
大

　
　

　

　
　
　
　

　

　
ウ

ツハ
モ

ノ

　

　

　

　

　

テ

ヴ

カ

ラ

　
　

　

用
小
用

な

ど

も、

器

に

い

れ
、

手
白
は

こ

び

捨
ル

と

か

哉
。

何

に

て

も

親

　
　

　
云
ル
、

如
此
に
、

背
事
な

し
。

誠
に
、

古
人
の

言
葉
に

も
、

親

に

孝
な

る

そ79
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明
星

大

学
研
究
紀
要
【

口

本
文

化
学

部
・
言
語

文

化
学
科
】

第
←
四

号

　
二

〇
〇

六

年

　
　
　
の

入

は、

天

の

恵
有
と

か

や。

寔
に

彼
五

郎
右
衛
門、

慈
悲
な

さ

け
ふ

か

く、

　
　
　

親
に

孝
有

。

其
次
第、

巡
見

衆
之

御
耳
に

立、

お

江
戸

迄

披
露
有、

孝
行
之

　
　
　

品

ー、
聞

召
、

奇
特
成
も

の

也

と
、

今
度
不
思

儀
に
、

被・・
召

出
へ

三

月

　
　
　

十
二

日

に、

九
拾
石

ノ

田

所
永
代
つ

く

り

取

に

拝
領
す。

是
も

偏
に

親
に

孝

　
　
　

な

る

故
ぞ

か

し
。

よ

く

ー
孝
を

な

し
給
へ

。

是

を

読
聞
輩
に

不
孝
を

な

さ

　
　
　

ん

人

あ

ら

じ。

能
々

読
て

聞

す
べ

し。

　
　
　

　
一

ツ

と

や

人

に

勝
れ

て

孝
行
を

駿
河
国
の

五

郎
右

衛
門

　
　
　

　
ニ

ツ

と

や
ふ

た

り
の

親
へ

孝
行
を

な

せ

ば

冥
利
は

ま

の

ま
へ

に

　
　
　

　
三

ツ

と

や

身
に

も

か

」

ら

ぬ

百

姓
に

慈
悲
心

ふ

か

き

五

郎
右
衛
門

　
　
　

　

四

ツ

と

や

よ

き

は

心

の

慈
悲
者
ゆ
へ

其
名
は

四

方
に

隠
な

し

　
　
　

　
五

ツ

と

や

い

つ

み

村
成
百

姓
に

五

郎
右
が

す

く

は

ぬ

も

の

は

な

し

　
　
　

　

六

ツ

と

や

昔

は

扨
置
今
が

よ

に

か

」

る

慈
悲
者
は

ま

た

あ

ら

じ

　
　
　

　

七

ツ

と

や

な

ら

ぬ

も

の

を

ば

あ

は

れ

み

て

弥
慈
悲
を

深

く

す
る

　
　
　

　
八

ツ

と

や

や

れ

親
た

ち
へ

孝
行
は

あ

げ

て

詞
に

尽

さ

れ

ず

　
　
　

　

九
ツ

と

や

今

度
俄
に

九
十
石

永
代
田

地
を

拝
領
す

　
　
　

　

十
と

や

兎
角
孝
行
慈
悲
心

の

め

う

り

に

叶
五

郎
右
衛
門

　
　
　

　

十
一

や
一

門
眷
属
悦
び

の

い

う

め

き
わ

た

る

ゆ
 

し

さ

よ

　
　
　

　

十
二

と

や

俄
に

江

戸
入
駿
河
な
る

五

郎
右
衛
門

が

事
は

隠
な

し

　
　
　

　

十．
二

や

扨
も

親
ご

へ

孝
行
は

す
る

が

の

富
十

の

山

ー
に

　
　
　

　

十
四

と

や

知
も

知
ら

ぬ

も

を

し

な
べ

て

親
に

孝
行
慈
悲
も

せ

よ

　
　
　

　

十
五

と

や

是

を

見

る

人
聞
人
も

五

郎
右
が

心

を

真
似
給
へ

　
江
戸
で

刊
行

さ

れ

た

刷
物
が

童
蒙
児
女
の

玩
び

と

な
っ

て

い

る。

こ

れ

で

人
々

が

商
売
で

き、

利

益

を

得
て

い

る

事
も、

五

郎
右
衛
門
の

慈
悲
で

は

な

い

か
、

と

し、

そ

の

刷
物
を

書
き

写

し

て

い

る

の

で

あ

る
。

挿
絵
が

書
き

写
さ

れ

て

い

な

い

の

は

残

念

だ

が、

数
え

歌
の

存
在
な

ど、

大
変
興
味
深
い

も
の

で

あ

る
。

80

　

こ

の

刷
物
の

刊
行
時
期

に

つ

い

て

少
し

考
え

て

み

た

い
。

『

思
忠

志
集
』

の

こ

の

段
の

日

付
は

「

天

和
二

戌
年
」

と

な
っ

て

い

る

が、

こ

の

年
記
は

信

用
し

て

良
い

よ

う

で

あ

る
。

な

ぜ

な

ら、

引
用

文
に

お

け

る

年

次
の

書
き

方
を

見
る

と、
「

過

ツ

ル

申
酉
二

年
」

「

大
和

元
年
之
飢
饉
に

付
」

と
、

他
の

年
に

関
し

て

は

年
号
を

明

記
し

て

い

る

の

に

対
し、

五

郎
右
衛
門
が

表
彰
を

受
け
た

天

和
二

（

一

六

八

二
）

年
に

つ

い

て

は

「

三

月
十
二

日

に
」

と

あ

る

の

み

で

年
号
を

記

し

て

い

な

い

か

ら

で

あ

る
。

つ

ま

り

該
作
は、

五

郎
右
衛
門
が

表
彰
さ

れ

た

年
内
に

刊
行

さ

れ

た
の

で

あ

る
。

瓦

版
の

速
報
性
を

考
え

れ

ば、

表
彰
後
間

も

な

く
の

事
で

あ
っ

た

と

考
え

て

も

大
過
な

い

で

あ

ろ

う
。

　

問
題
と

な

る

の

は、

こ

の

刊
行
に

幕
府
が

関

わ
っ

て

い

た

か

と

い

う
事
だ

が、

刷

物
の

文
面

と

筆
録
者
で

あ

る

天

野

弥
五

右

衛
門

長
重
の

凵

吻
か

ら

は

そ

う

し

た

形
跡

は

全

く

見
て

取
る

事
が

で

き

な

い
。

そ

れ

ば

か

り
か
、

「

五

郎
右
衛
門
孝
行
を

世

ノ

人
感、

於
江

戸
板
行
仕
」

と、
「

世
ノ

人
」 、

す

な

わ

ち

民

問

に

よ

る

田
行
で

あ

る

と

言
い
、

「

故
感
心

而

板
行
を

書
写、

今
記
之
」

と

客
観
的
に

記

し

て

い

る

の

で

あ

る。

す
な

わ

ち
こ

の

刷
物
も

ま

た、

幕
府
に

よ
っ

て

成
っ

た

も

の

で

は

な

い
。

民

間
で

刊

行
さ

れ、

流
布
し

た

も

の

だ
っ

た
の

で

あ

る
。

　

先
に

『

徳
川
実

紀
』

が

作
品
三

「

孝
子

今
泉
村
五

郎
右
衛
門
伝
」

を

「

刊
行
せ

ら

る
」

と

し

て

い

る

の

は

誤
り
で

は

な

い

か

と

指
摘
し

た
。

さ

ら

に

言

え

ば
、

こ

の

誤

り

は、

作
品
二

〔
五

郎
右
衛
門
刷
物
〕

と

混
同

し

た

所
か

ら

起

こ

っ

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

も

ち

ろ

ん

こ

れ

は

推
測
の

域
を

出
な

い

の

だ

が
、

一

案
と

し
て

こ

こ

に

提
示

し

て

お

き

た

い

と

思

う
。

七

記

念
品

と

し

て

の

作
品
成
立

　

ー
作
品

四

〔
六

字
名
号
父
母

画
幅
〕

の

成
立
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第
五

節
に

見
た

年
表
  、

作
品一一、
の

林
鳳

岡
「

孝
子

今
泉
村
五

郎
右
衛
門
伝
」

と

極
め

て

深
い

関
わ

り

を

持
つ

の

が
、

年
表
 
に

記
し

た

作
品
四

〔
六

字
名
号
父
母
画

幅〕
（

中

村
家
蔵）

で

あ

る

（

先
述

『

孝
子

五

郎
右
衛
門
　
表
彰
と

中
村
家
文

書
の

解
説
』

口

絵
写

真
所
載
）

。

　
こ

こ

で

は

五

郎
右
衛
門
の

父

母
ら

し

き

人
物
が

二

人

座
っ

て

談
笑
す
る

姿
が

肉
筆

で

描
か

れ

て

い

る
。

上

部
に

は

「

南
無
阿
弥
陀
仏
」

と

六

字
名

号
が

大

書
さ

れ、

次

の

よ

う

な

墨
書
が

添
え

ら

れ

て

い

る
。

（

和
歌
を

除
き

原
漢
文
）

　
　
駿
州

富
士
郡
今
泉
村
ノ

農
民

五

郎
右
衛
門、

孝
行

上

聴
二

達
シ
、

御
朱
印
ヲ

下

　
　
シ

賜
バ

リ、

永
ク

其

ノ

賦
税
ヲ

免
ジ

玉

フ
。

五

郎
右
衛
門、

天

野
長
重
二

就
テ

　
　
父
母

ノ

影
ヲ

乞

イ

請
ク
。

長
重、

画

工

長
谷
川
等
伯
二

命
ジ

テ

焉
ヲ

図
セ

シ

メ、

　
　
以
テ

予
二

⊥
ハ

字
ノ

名
号
ヲ

書
セ

ヨ

ト

請
フ
。

因
テ

筆
ヲ

下
ス

。

　
　
　
仰
げ
た

繋

う
つ

し

絵
な

が

ら

父

母

の

　
　
　
　
ほ

か

に

は

あ

ら

じ

神
も

仏
も

　
　

醤
嘱

諱

呆
国
中

挨
弘
通
之

大

講
遊
行亠
ハ

七

世

南
門

夢

南
門
と

は
、

時
宗
の

遊
行
第
四

十
二

世
・

尊
任
の

事
で

あ

る

（
以
下

尊
任
と

称
す
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
13）

禰
宜

田

修
然
・

高
野

修
著
『

遊
行
・

藤
沢

歴

代

上

人
史
』

に

よ

れ

ば
、

尊
任
は

寛
永

二

（

＝
ハ

ニ

五
）

年

生
。

寛
文
八

（

＝
ハ

六

八
）

年
に

四

十
四

歳
で

遊
行
を

相
続
し

て

各

地

を

廻

る
。

天

和
三

二

六

八

三
）

年、

藤
沢
樹
端
上

人
の

入
寂
を

受
け

て

帰

山
し
、

元

禄
四

（

一

六

九
一
）

年

に

六

十

七

歳
で

没
す
る

ま

で

九
年
間

独

住
し

た

と

い

う
。

　
そ

の

尊
任

が

記
す

所
に

よ

れ

ば、

こ

の

画

幅
は

五

郎
右

衛
門
が

天

野
弥
五

右
衛
門

長
重
に

乞
い
、

弥
五

右
衛
門
が

画

を

長
谷

川

等
伯
に、

賛
を

尊
任
に

誂
え

た

も
の

で

あ

る

と

言
う

の

で

あ

る
。

　
こ

の

画

幅
の

成
立

に

関

す
る

経
緯
は、
『

思

忠
志
集
』

千
四

百

十
三

番
「

駿
河
国

今
泉
孝
農
夫
江
遣
状
」

（

年

表
 
）

と

い

う、

天

野
弥
五

右
衛
門
か

ら

中
村
五

郎
右

綱
士

口

の

孝
行
奨
励
と

諸
作
品
の

成

立

勝

又

　
基

衛
門

に

宛
て

た

書
簡
の

写

し

に

も

次
の

ご

と

く

記

さ

れ

て

い

る
。

書
簡
の

日

付
は

貞

享
元

（

一

六

八

四
）

年
三

月

六

日

と

あ

る
。

最
初
の

饗
応
か

ら

は
二

年

近

く
が

経
ち

、

画
幅
に

尊
任
が

記
し

た

年
時
か

ら

も

半
年
ほ

ど

後
の

も
の

で

あ

る。

　
　
一
、

井
出
太

左
衛
門

殿
を

以、

内
々

被
願
候
父
母

之

絵
像、

長
谷
川
等
伯

画
。

　
　
幸
遊
行
上

人

就
下

向、

南
無
阿
弥
陀
仏
之
御
名
号
并
事
書、

詠
歌
迄

遊
被
下
候

。

五

郎
右
衛
門
か

ら

弥
五

右
衛
門
へ

の

依
頼
は、

井
出

太
左
衛
門
を

通

し

て

の

も
の

で

あ

り
、

ま
た

そ

れ

が

「

内
々
」

に

希
望

し

て

い

た

も

の

だ
っ

た

事
が

分
か

る
。

つ

ま

り

中
村
五

郎
右
衛
門
↓
井
出
太

左

衛
門
↓
天

野
弥
五

右
衛
門、

と

申
し

出
が

伝
え

ら

れ、

そ

れ

を

受
け

た

天

野
弥
五

右
衛
門
が

長
谷
川
等
伯
と

尊
任
に

あ
つ

ら

え

た
、

と

い

う
経
路
が

見
て

取
れ

る

の

で

あ

る
。

　
こ

こ

で

思

い

出

さ

れ

る

の

は、

第
五

節
で

見

た

年
表
 
の

作
品
三

「

孝
子

今
泉
村

五

郎
右
衛
門
伝
」

（

林
鳳
岡
）

で

あ

る
。

こ

れ

も

ま

た、

天

野
弥
五

右
衛
門
か

ら

持

ち

か

け

ら

れ

た

中
村
五

郎
右
衛
門
↓
井
出
太

左

衛
門
↓
天
野

弥
五

右
衛
門
↓
林
鳳
岡

と

い

う

経
路
で

出
来
L
が
っ

た

も

の

で

あ

っ

た
。

つ

ま

り

作
品
三

「

孝
子

今

泉
村
五

郎
右
衛
門
伝
」

と

作
品

四

〔
六

字
名
号

父
母

画

幅〕

と

は
、

作
品
を

依
頼
す

る

人

的

つ

な

が

り

が
一

致
し

て

い

る

の

で

あ

る
。

　
そ

の

成
立

時
期
に

も

着

目

す

る

必

要

が

あ

る
。

作
品

四

の

画

幅
は

識
語
に

よ

れ

ば

「

天

和
三

癸

亥

年

小
春
十
五

日
」

と

あ
っ

て、

天

和
三

（

一

六

八

三
）

年
十

月
⊥
五

日

の

成
立

と

分
か

る
。

ま

た

作
品

三

「

孝
子

今

泉
村
五

郎
右
衛
門
伝
」

は

「

天

和
三

年
癸
亥
季

秋

之
日
」

と
、

天

和
三

年
九
月

の

成

立

で

あ

る
。

つ

ま
り

両

者
は、

ほ

ぼ

同

時
期
に

成
っ

た

事
が

判
る

の

で

あ

る。

　
こ

の

よ

う
に

、

作
品一一．
「

孝
了

今

泉
村
五

郎

右
衛
門
伝
」

と、

本
節
で

見
た

作
品

四

〔
六

字
名
号
父
母
画
幅〕

と

は、

作
品

成
立

経
緯、

作
品
成
立

時
期
の

二

点
に

お

い

て、

極
め

て

似
通

っ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　
そ

し

て

改
め

て

確
認

し

て

お

き

た
い

の

は
、

『

徳
川
実
紀
』

に

は

「

儒
臣

林
春

常81
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明

星

大

学

研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
．

再

語
文

化

学
科】

第
十
四

号
　
二

〇
〇
六

年

信
篤
に

命
じ、

其
伝
を

作
ら

し

め

て
一

と、

五

郎
右
衛

門
の

伝
記
が

幕
府
の

命
で

作

ら

れ

た
か

の

よ

う

に

書
か

れ

て

い

た

に

も

関
わ

ら

ず、

作
冂

叩

三

と

作
品

四

の

ど

ち

ら

に

も、

成
立

を

め

ぐ

る

や

り

と

り
に、

幕
府
に

関
す

る

事
柄
が

全
く

出
て

来
な
い

と

い

う

事
で

あ

る
。

つ

ま

り、

こ

れ

ら

は

あ

く

ま

で

も、

幕
臣

で

あ

る

天

野

弥
五

右
衛

門
の

個
人

的
営
為

な

の

で

あ

っ

た
。

　

作
品
三

の

林
鳳

岡
「

孝
子

今
泉
村
五

郎
右
衛
門
伝
」

や

作
品

四

〔
六

字
名
号
父

母

画

幅
〕

は、
『

徳
川

実
紀
』

が

記
す
よ

う
に

「

褒
顕
」

「

旌
表
」 、

す

な

わ

ち

五

郎
右

衛
門
を

褒
め

て

孝
行
を

広
め

る

よ

う
な
、

庶
民

の

た

め

に

作
ら

れ

た

物
で

は

な

か

っ

た
。

む
し

ろ

「

其
方

末
代
」

（

『

諸
事
覚
書
』
） 、

す
な
わ

ち

五

郎
右
衛
門
の

栄
誉
が

末

代
ま

で

も

伝
わ

る

よ

う

に、

五

郎
右
衛
門
個
人

の

た

め

に

作
ら

れ

た

も

の

だ
っ

た

の

で

あ

る
。

八

　
お

わ
り

に

　

以

上

見
て

き

た

事
を

整
理

し

た
い

。

　
『

徳
川

実
紀
』

に

は、

五

郎
右
衛
門
の

表
彰
に

関
し

て、

幕
府
が

そ

の

伝
記
を

幕

府
の

儒
者
・

林
鳳
岡

に

書
か

せ、

そ

れ

を

刊
行

さ

せ

た

と

あ

り、

こ

の

事
は

長
く

信

じ

ら

れ

て

き

た
。

し

か

し

実
際
に

は、

林
鳳
岡

に

作
品
三

「

孝
子

今
泉
村
五

郎
右
衛

門
伝
」

を

書
か

せ

た

の

は

幕
府
で

は

な

く、

遅

れ

て

き

た

幕
臣
の

一

人
・

天

野
弥
五

右
衛
門
な

の

で

あ
っ

た
。

ま

た

そ
の

行
為

も

き

わ

め
て

個
人
的
な

も
の

で

あ
っ

た

と

推
測
さ

れ

る。

そ

し

て、

そ

の

伝
記

が

刊
行
さ

れ

た

事
は

な

か

っ

た
。

表
彰
後
ま

も

な

く

瓦
版
が

刊
行
さ

れ

て

お

り
、

『

徳
川

実
紀
』

の

記
事
は

そ

れ

と

混
同
さ

れ

た

も

の

と

思

し

い
。

そ

し

て

天

野
弥
五

右
衛
門
は、

こ

れ

以

外
に

も

作
品
一

の

藤
原
秀

信
・

林
鳳
岡
〔

五

郎
右
衛
門
像
賛
〕

や

作
品

四

の

長
谷
川

等
伯
・

尊
任

〔

六

字
名
号

父
母

画
賛
〕

と

い

っ

た

記
念
品

的

作
品

を

著
名
人

に

作
ら

せ

て

お

り
、

作
品
一

は

自

82

分
白
身
で

蔵
し、

作
品

四

は

五

郎
右

衛
門

に

与
え

て

い

る

の

で

あ
っ

た。

　

こ

の

よ

う

に

諸
作
品

の

成

立

を

見

て

行
く

と
、

綱
吉
の

孝
子

表
彰
に

対
す
る

幕
府

の

関

わ

り

方
を

考
え

直
す

手
が

か

り

と

な

る

の

で

は

な
い

か

と

考

え

て

い

る
。

　

綱
吉
期
に

お

け

る

孝
子

五

郎
右
衛
門
に

対
す
る

表
彰
は

「

当

家
の

世

と

な

り、

孝

子
節
婦
等
を

旌

表
せ

ら

る

」

は

じ

め

な
り

L

（

『

徳
川
実
紀
』

）

と

さ

れ

る

よ

う

に、

綱
吉
の

治
世

に

お

い

て

大
き

な

出
来
事
で

あ
っ

た
。

こ

の

事
は、
『

諸
事
覚
書
』

や

二

度
目
の

江

戸

行
に

お

け

る

綱
吉
や

桂
昌
院
の

饗
応

に

よ

っ

て

裏
付
け

る

事
が

で

き

よ

う
か

と

思
う

。

し
か

し、

そ

の

の

ち

続
々

と

生
ま

れ

た

五

郎
右
衛
門

を

め

ぐ

る

作

品

に

関
し

て

は、

必

ず

し

も

幕
府
主
導
で

生

ま
れ

た

物
で

は

な

か
っ

た

の

で

あ

る
。

簡
単
に

言
え

ば、

天

野
弥
五

右

衛
門
と

い

う
個
人
が

中
村
五

郎
右
衛
門
と

い

う

個
人

の

た

め

に

作
ら

せ

た

記

念
品

だ
っ

た

の

で

あ

る
。

　

そ

の

様
子

は、

幕
府
の

主
導
だ

け

で

な

く、

幕
臣

が
、

ま

た

民

間
が
、

す
す

ん

で

孝
行
を

形
に

残
し、

ま

た

世

に

広
め

よ

う

と

し

て

い

る

よ

う

に

見
え

る
。

ま

た

こ

の

事
は、

孝
行
と
い

う
徳
目
が

必

ず
し

も

上

か

ら

の

押
し

つ

け

や

民

心

誘
導
と

い

う

面

か

ら

の

み

で

論
じ

切
れ

る

も
の

で

は

な

く、

人
々

に

好
ま

れ

た

話
題

で

あ

り、

作

品

を

生

み

出
す
喚
起
力
を

自
ず

か

ら

持
っ

て

い

た
、

と
い

う
一

面

を

見

て

取
れ

る

よ

う

に

思
わ

れ

る

の

で

あ

る
。

　

も

ち

ろ

ん

そ
の

よ

う

な

結
論
を

下

す

に

は

事
例
と

し

て

少

な

す

ぎ

る

事
は

自
覚

し

て

い

る
。

さ

ら

に

事
例
を

積
み

E
げ

る

必

要

が

あ

ろ

う
。

幕
府
に

お

け

る

そ

の

後
の

孝
子
表
彰
や、

藩
レ

ベ

ル

の

孝
子
表
彰
な

ど

に

つ

い

て、

今
後
の

調

査

を

期
し

た
い

と

思

う。

注
（
1

）

　
『

孝
子
五

郎
石
衛
門

　
表
彰
と

中

村

家
文
書

の

解
読
』

（．
半

成
十．一
年
、

月、

　

館
刊）
に

主

要
史
料
の

翻
刻
と

現

代

語
訳
が

備
わ
っ

て

い

る。

（
2

）

　
】

銀、
河
L

八

号
（
昭

和
四．
「

二

年
九
月

　
奈

良

盛

雄
代
表）

所
収。

富
十

市
立

中
央
図
書

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

（
3

）

　
昭

和
四

十
七

年
三

月

　
富
士

市
刊

。

（
4）
　
「

静
岡

学
園
短
期
大

学
紀
要
し

八

　
平

成
七

年
十
一
月、
『

地

方
史

研
究
の

諸
問

題
」

（
平

成

九
年

　

　
六

月
　
私

家

版
）

所
収。

（
5）
　
『

明

星

大

学
青
梅
校
舎
日

本
文
化
学
部
共
同

研

究
論
集
第

九

集
　
理

想

と

現
実
』

〔
平
成
卜
九
年
三

　

　
月

　
明

星

大

学
日

本
文

化
学
部）

所
収。

（
6）
　
「

立

教
大

学
大
学
院
日

本
文
学
論
叢
」

四

（

平
成
十
六

年
六

月

　
立

教
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科

　

　
日

本
文
学

専

攻
） 。

（
7）
　
本
文
は

『

国
史

大

系
』

に

よ
っ

た。
以

下
す
べ

て
の

引

用

は、

基

本

的
に

通
行
字
体
へ

改
め、

濁

　

　
点
・
句
読
点
な

ど

を

私
に

改
め

た

箇
所
が

あ

る。

（
8）
　
な

お

本
稿
に

は

井
出

「

治．
左

衛
門
と

井
出
「

太
」

左
衛
門
と
の、

紛
ら

わ

し

い

両
名
が

登

場
す

　

　
る
の

で、
こ

こ

で

そ

れ

ぞ

れ

に

つ

い

て

区

別
し

て

お

く

事
と

す

る。

治

左

衛
門
は

当

時、

駿
河
国

富

　

　
士
郡
在
住
の

大
宮
代

官
、

元
禄
四

（一
六

九一
）

年
の

武
鑑

『（
太

平

武

鑑）
」

か

ら

宝

永
元
〔一
七

　

　
〇
四）

年
ま

で

の

武
鑑
で

は

駿
州
御
代
官
に

名

を

連
ね

て

い

る

（
二

百

石）。
い

っ

ぽ

う
の

太

左

衛

　

　
門
は

江
戸

在
住
で、

五

郎
右
衛

門
の

江
戸

滞
在
を
世
話
し

た。

武
鑑
で

は

天

和
三

二

六

八

三）

年

　

　
『

癸
亥
江

戸
鑑
』

か

ら

御

納
戸
元
方
頭

（
同
心

三

卜
人
）

と

し

て

登

場
し、

以

後
貞
享
五

〔 ．
六

八

　

　
八）

年
『

太
平
武
鑑

大
全
』

ま

で

同
役
と

し

て

掲
載
さ

れ

る。

石

高
は

は

じ

め

六

百
石、

貞
享
二

年

　

　
以
降
七

百

石。
貞

享．一
年
『

本
朝

武
鑑
』

に

は、
「

井

出
太

左

衛
門
／

父
太
左
衛

門
　
七

百

石

／

同

　

　
心

三

十
人

　
は

ま

丁
」

と

あ

る。
（
以

上

武
鑑

は

全

て

『

江
戸

幕
府
役
職
武
鑑

編
年
集
成
』

三

〜
五

　

　
く

平
成
八

年
九
月

　
東
洋

書
林
V

に

よ
っ
た）

〔
9

）

　
平
成
八

年
二

月

　
新
人

物
往

来
社
刊。

（
10）
　
た

だ

し

「

租
」

（
『

思
忠
志
集』
）

ー
「
税
」

（

『

鳳

岡
林
先
生
全
集
』）、
「

報
応」

1
「
応

報
」

　

　
の

異
同
が

あ
る。

（
11）
　
鈴
木

覚
馬
『

岳
南

史
』

〔
昭
和
四

十
八

年
三

月

　
名
著

出
版
復

刻
版）。

序
文

「

刊
行
に

あ

た
っ

　

　
て
」

（

株
式
会
社
名
著
出
版）

に

よ

れ

ば、

初

刊
本
は

昭
和
六
年
か

ら

十
年
刊

と

の

事
で

あ

る。

（
12
）

　
な

お

こ

の

和
歌
は

『

歌
林
一
枝
』

（
写
本）

巻
之

三

に

次

の

よ

う

に

記
さ

れ

て

い

る

（
内
閣

文
庫

　

　
本
に

拠
ワ

た）．
「

遊

行
派
の

僧

尊
任

僧
止

と
い

ひ

し

か

駿
河

の

国
の

孝
子

と

き

こ

え

し

今
泉
五

　

　
ロァ
ヱ

　

　
郎
左

衛
門
か

父
は
」

の

肖

像
を

画

か

」

せ

て

も

た

り
し。

そ
の

讃
を
こ

は

れ

し

時

の

う

た

に

／

あ

ふ

　

　
け

た
、

う
つ

し

絵
な

が

ら
か

そ
い

ろ
の

外

に

は

あ

ら
し

神
も

仏
も

」 。

（
13
）

　
平

成
元
年
十
月

　
末
秀
寺。
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